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研究成果の概要（和文）：本研究ではかねてより構築を進めている中国古典戯曲データベースの改善と拡充を目標に、
雑劇約250種、明清伝奇約150種の入力を完了し、それらの表示・検索に適するようにシステムおよびスキーマを改善す
るとともにデータの公開を進めた。曲律分析システムの実現に向けて、音韻テーブルの整備と音韻分析システムの改善
を進めるとともに、複数作品から同一曲牌を抽出・一覧する機能を試験的に実装した。また戯曲論著・伝記資料・筆記
など戯曲周辺資料の全文データ、およに中国古典戯曲・伝統演劇関連人名の索引データ一万数千件を登録した。最終的
に、研究メンバーそれぞれの学術領域に即して、データベースの研究上の有効性を確認した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, in order to expand the Comprehensive Database of 
Chinese Classic Operas which we have developed for several years, we finished the digitization of about 
250 texts of Zaju and some 150 texts of Nanxi written in the Ming and Qing dynasties, and published them 
on the Internet. Moreover, we have improved the database system and the document schema, published some 
full text database of the research materials, and registered over 10,000 records of the metadata, such as 
person names related to Chinese classic dramas and operas.

研究分野：中国文学
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１．研究開始当初の背景 
中国古典文献の電子化は、台湾中央研究院

「漢籍電子文献」・『四庫全書』電子版をはじ
めとする大規模データベースが次々と開発
されるなど急速に進展している。しかし、こ
と古典戯曲に限っては問題も多い。 
古典戯曲は科白と曲辞、挿詩などが組み合

わさった複合的な文体を持ち、かつ曲辞が比
較的古い要素をそのまま留めていることが
多い一方、科白は俳優の即興や台本整理者の
手によって書き換えられやすいという性質
を持つため、専門研究では曲辞と科白などを
区別した検索機能が必要となる。また、戯曲
作品には作者や制作の経緯が判然としない
ものが多いが、音韻・語彙等の分析を通じて、
そうしたコンテクスト情報が得られること
もある。 
古典戯曲は台湾中央研究院「漢籍電子文

献」や「中国基本古籍庫」などでもデジタル
化されているが、いずれも機能が語句検索に
留まり専門的な分析には対応していないし、
古典戯曲のテキストデータも提供されない
ため、研究者が独自に分析することもできな
い。 
このため、古典戯曲研究の情報化において

は、専門研究の発展に貢献しうる高度な分
析・検索システムの開発と、高度なクオリ
ティを持ちながらだれもが自由に使えるフ
リーデータの蓄積とが課題となっている。 

かかる問題意識から、申請者は学術振興会
科学研究費補助金による研究課題「中国古典
戯曲総合データベースの基礎的研究」（基盤
研究（C）、平成 17～ 19 年度）、および「中
国古典戯曲総合データベースの発展的研究」
（基盤研究（C）、平成 20～22 年度）を通し
て、主要古典戯曲作品の電子テキスト化、韻
律分析システムの開発、戯曲関連辞書項目の
データベース化などに取り組み、それらを収
録した中国古典戯曲総合データベースを本
年度中に公開できる見通しである。 
しかし、上記研究課題を通じてデジタル化

できた古典戯曲作品は『元曲選』・『孤本元明
雑劇』・『盛明雑劇』・『六十種曲』等の戯曲集
に留まっており、それは膨大な古典戯曲作品
群のほんの一部に過ぎない。また、古典戯曲
の周辺文献である曲律書・論著、あるいは日
記・筆記などの電子化も進んでいない。 
このため、中国古典戯曲総合データベース

の従来の成果を継承・発展させるとともに、
中国学研究への幅広い応用の可能性を検証
し、新たな人文学研究手法を考究・確立する
ものとして、本研究が着想された。 
 
２．研究の目的 
研究は、中国古典戯曲総合データベースを

応用的に発展させるため、具体的に以下の研
究・開発を行う。 

(1) 韻律分析システムの改善・検証 
(2) 戯曲版本比較システム等分析ツール

の開発 

(3) 戯曲全文データの拡充 
(4) 周辺資料全文データのスキーマ研究

と構築 
以上を通じて、古典戯曲総合データベース

を拡充し、その学術的有用性を高める。 
 

３．研究の方法 
前述の目的を達成するため、具体的には以

下のように研究を進める。 
(1) 曲律研究・作品論・作家論・受容論な

ど、戯曲研究および関連研究の方法・
フローを分析し、研究ニーズに沿った
データフォーマット・分析システムを
開発する。 

(2) 構築されたデータ・システムを実際の
研究に応用し、その有効性を検証する
とともに問題点を析出し、改善する。 

(3) 構築されたデータ・研究成果を随時、
インターネット・紙媒体で公表する。 

本研究の古典戯曲総合データベースに関
連する研究開発は、以下の二種に大別される。 

・ 文献の選定、および文献の構造を解析
して XML 形式に落とし込む作業。 

・ テキストデータ解析のためのシステ
ム開発。 

前者はより人文学的な、後者は情報工学的
な研究開発作業となる。このため、研究組織
を、人文学的研究を中心とするコンテンツ班
と、情報工学的研究を中心とするシステム開
発班とに分けて、研究を進める。 
このうち、コンテンツ班は研究代表者・千

田が、システム開発班は研究分担者・師が統
括する。 
一方、データベースおよび分析システムの

研究上の有効性の検証と改善点の洗い出し
は、戯曲研究のみならず、明清詩文研究・通
俗文学研究・宗教学など、様々な周辺分野の
立場からも行い、分析システムの他分野の研
究への応用の可能性も併せて考究する。 
研究を効率的かつ有機的に進めるには、

データベースの構築状況、および関連研究の
進捗状況や問題意識の共有化が欠かせない。
このため本研究では、上半期と下半期にそれ
ぞれ研究集会を開くとともに、専用メーリン
グリストと Web 上のデータ交換スペースを
開設し、緊密にコミュニケーションを取る。 
 
４．研究成果 
本研究では、SQL ベースで動作し多機能か

つカスタマイズが容易な MediaWiki を用いて
かねてより構築を進めている中国古典戯曲
総合データベースについて、データの拡充と
スキーマの見直しを行い、また各種分析シス
テム・ツールの実現に向けた研究を進めた。 
(1) 韻律分析システムの改善・検証 
従来の『中原音韻』に基づく音韻情報表示

システムでは、南戯伝奇が必ずしもカバーで
きなかった。このため、南曲を念頭に置いて
作成された曲韻書『韻學驪珠』・『音韻輯要』
を中国の人文情報処理企業への委託によっ



て電子テキスト化し、それを元に音韻テーブ
ルを作成した。音韻分析システムについては、
従来のマウスオーバーによるシステムの問
題点を検証し、システムのアップグレードに
向けた開発作業を進めた。また、戯曲曲律の
研究に必須である、同一曲牌を抽出し閲覧・
対照する機能を、MediaWiki のカテゴリ機能
を応用することで実現し、北曲についてデー
タベースに実装した。 
(2) 戯曲版本比較システム等分析ツールの開

発 
情報処理手法による版本比較およびテキ

スト分析を簡便に行い得るツールの実現に
向けた情報の収集と分析を進めた。テキスト
の比較・分析においては、N グラムを用いる
方法が国文学などの分野で成果を上げてお
り、それをより簡便に利用できるようにした
ツールmorogramが研究分担者・師茂樹によっ
て開発されている。本研究では、戯曲テキス
トに対する N グラム研究の応用について、音
韻情報による N グラム分析なども含めて検
討した。その結果、N グラムの有効性につい
ては確認出来たものの、これを Web ベースで
動作するツールなどに落とし込むことは困
難であり、むしろ N グラム分析の基礎となる、
戯曲全文データおよび音韻テーブルの拡充
を優先的に進めるべきであるとの結論に
至った。 
(3) 戯曲全文データの拡充 

これまでに入力されていない戯曲を選定
し、デジタル化を進めた。本研究期間中にデ
ジタル化した文献は、雑劇『西廂記』・『元曲
選外編』・『吟風閣雑劇』、散曲集『太平樂府』・
『陽春白雪』、明清伝奇『長生殿』・『桃花扇』・
『馮夢龍全集』・『李玉戯曲集』・『蔣士銓戲曲
集』・『十五貫』・『金鎖記』、散齣集『群音類
選』等々で、従来の研究を通じてデジタル化
した文献と併せると雑劇約 250 種、南戯伝奇
約 150 種に達し、明初以前のほぼ全ての雑劇
作品、明清代の主要な南戯伝奇を網羅するこ
とができた。 
戯曲全文データの拡充とあわせて、XML

データのスキーマの見直しを行い、戯曲中の
挿入詩・対句などをマークアップし、それら
を一括抽出・分析するニーズに対応すること
とした。また、MediaWiki のスタイル設定を
見直し、戯曲全文テキストの表示の最適化を
進めた。校正や異体字の統一、カテゴリやイ
ンデックスの付加などの整理が完了した文
献から、順次データベースへの登録を進めた。 
なお、弋陽腔系伝奇については、研究期間中
において『後六十種曲』などの排印本が幾つ
か出版されるなど状況が著しく変化してい
るため、本研究期間においては版本からの翻
刻作業を見送った。 
(4) 周辺資料全文データのスキーマ研究と構

築 
戯曲関連資料については、伝記資料『列朝

詩集小傳』・『静志居詩話』、曲律書『太和正
音譜』、戯曲目録『曲品』、『中国古典戯曲論

著集成』、『中國古典戲曲序跋彙編』などを選
定し、電子テキスト化した。それらをデータ
ベースに登録するために、巻・章・節・段落
などの理論構造に基づいてテキストを分割
し、階層構造に従って表示・遷移することを
可能とすることを念頭にスキーマを開発し
た。 
中国古典戯曲・伝統演劇関連の人名につい

て、各種工具書・評伝・『中国戯曲史』など
の目次を電子テキスト化して統合すること
によって、それらの書籍における人名の出現
箇所一覧のページを作成し、一万数千人分を
データベースに登録した。 
また、研究代表者・分担者がそれぞれの専

門研究分野に即してデータベースの検証を
進め、それが古典戯曲のみならず文学・宗教
学などさまざまな学術分野において有効性
を持つことを検証した。 
なお、曲律書の Web での表現に必要となる

左右ルビについては、HTML5 において標準
化される見通しとなったことから、その実装
を待ってマークアップの見直しと、当該文献
の公開を行うこととした。 
以上の研究を通じて、「古典戯曲総合デー

タベースを拡充し、その学術的有用性を高め
る」という初期の目的は達せられたと考える。 
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年 3 月 16 日 
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年 2 月 11 日 
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